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新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し
い
新
年
の
門
出
を
健
や
か
に
お

迎
え
の
こ
と
と
、
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
皆
様
の
お
か
げ
で
順
調
に
ま
ち
づ

く
り
が
進
ん
で
き
た
こ
と
に
、
改
め
て
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
の
一
年
間
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
各
産
業
に
お
い
て
充
実
さ
れ
た
一
年

に
な
っ
た
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。

主
要
産
業
で
あ
る
農
業
で
は
、
基
幹
作
物
で
あ
る
サ
ト
ウ
キ
ビ
が
天
候
に
も

恵
ま
れ
前
年
よ
り
大
幅
に
上
回
る
豊
作
な
年
と
な
り
ま
し
た
。

畜
産
業
に
お
い
て
は
、
子
牛
の
取
引
価
格
が
高
値
で
推
移
し
て
お
り
、
様
々

な
支
援
を
通
じ
、
畜
産
農
家
の
経
営
安
定
と
経
営
基
盤
の
強
化
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。

島
の
素
材
を
活
か
し
生
産
か
ら
加
工
、
販
売
を
行
う
６
次
産
業
の
推
進
に
あ

た
っ
て
は
、
特
産
品
加
工
セ
ン
タ
ー
「
美
農
里
館
」
に
お
い
て
、
島
の
ジ
ャ
ガ

イ
モ
を
原
材
料
と
し
て
大
手
食
品
メ
ー
カ
ー
と
共
同
開
発
し
た
「
み
の
り
館
ポ

テ
ト
」
を
製
造
、
三
越
と
共
同
開
発
し
た
徳
之
島
ゼ
リ
ー
や
ジ
ェ
ラ
ー
ト
を
御

中
元
・
御
歳
暮
の
商
品
と
し
て
販
売
し
、
各
方
面
か
ら
ご
好
評
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

人
材
育
成
に
あ
た
っ
て
は
、「
地
域
づ
く
り
は
人
か
ら
」
を
指
針
と
し
て
掲

げ
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
関
連
教
育
に
取
り
組
み
活
力
の
あ
る
地
域
づ
く
り
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。

ま
た
、
徳
之
島
の
様
々
な
産
業
の
追
い
風
と
な
る
世
界
自
然
遺
産
登
録
の
推

進
に
当
た
っ
て
は
、
昨
年
10
月
に
環
境
省
か
ら
発
表
が
あ
り
ま
し
た
奄
美
群
島

国
立
公
園
（
仮
称
）
に
関
す
る
意
見
公
募
（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）
を
開
始

し
た
こ
と
に
よ
り
、
今
春
に
も
日
本
を
代
表
す
る
傑
出
し
た
自
然
の
風
景
地
と

し
て
奄
美
群
島
国
立
公
園
が
誕
生
い
た
し
ま
す
。
そ
の
後
、
国
際
自
然
保
護
連

合
な
ど
の
審
査
を
経
て
、
最
短
で
も
平
成
30
年
夏
に
は
私
た
ち
の
住
む
徳
之
島

が
世
界
自
然
遺
産
の
島
と
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
自
然
と
観
光
の

共
立
を
目
指
し
、
島
全
体
が
潤
う
よ
う
な
体
制
を
確
立
し
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
ら
の
取
組
み
を
持
続
、
さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
に
、
今
年
も
昨
年
以
上

に
町
民
の
皆
様
と
と
も
に
、
明
る
く
元
気
で
活
力
の
あ
る
ま
ち
に
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
今
年
も
ど
う
ぞ
全
面
的
な
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
新
し
い
年
が
町
民
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
夢
と
希

望
に
満
ち
た
輝
か
し
い
年
で
あ
り
ま
す
と
と
も
に
、
ご
家
族
一
同
お
健
や
か
で

つ
つ
が
な
い
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

謹
賀
新
年

徳之島町長

高岡　秀規
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大
島
地
区
駅
伝
大
会

盛
大
に
開
催

「
第
57
回
日
本
復
帰
記
念
大
島
地
区
駅

伝
競
走
大
会
」
が
、
12
月
４
日
に
山
か
ら

徳
之
島
町
役
場
ま
で
の
県
道
沿
い
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

午
前
中
に
行
わ
れ
た
「
女
子
の
部
」
は
、

花
徳
支
所
か
ら
町
役
場
ま
で
の
県
道
沿
い

15
・
７
㎞
の
コ
ー
ス
。
４
つ
の
中
継
所
が

設
け
ら
れ
、
１
チ
ー
ム
が
５
名
で
た
す
き

を
繋
ぎ
、
オ
ー
プ
ン
参
加
の
２
チ
ー
ム
を

含
め
た
10
チ
ー
ム
で
競
い
合
い
ま
し
た
。

午
後
の
「
男
子
の
部
」
は
、
花
徳
支
所

か
ら
山
方
向
へ
向
い
、
山
中
学
校
付
近
で

折
り
返
し
て
町
役
場
ま
で
進
む
県
道
沿
い

30
・
２
㎞
の
コ
ー
ス
。
オ
ー
プ
ン
参
加
を

含
む
14
チ
ー
ム
で
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
ま
し

た
。郡

内
か
ら
レ
ベ
ル
の
高
い
選
手
が
集

ま
っ
た
今
大
会
に
、
各
チ
ー
ム
が
前
の
選

手
に
追
い
つ
こ
う
と
全
力
を
出
し
切
り
足

を
進
め
ま
し
た
。
町
内
各
所
の
地
域
住
民

の
沿
道
で
の
熱
い
声
援
を
う
け
、
ゴ
ー
ル

ま
で
懸
命
に
た
す
き
を
繋
ぎ
ま
し
た
。

大
会
結
果

〈
女
子
の
部
〉

１
位

奄
美
市

59
分
40
秒

２
位

龍
郷
町

１
時
間
０
分
38
秒

３
位

喜
界
町

１
時
間
１
分
53
秒

４
位

瀬
戸
内
町

１
時
間
２
分
35
秒

５
位

徳
之
島
町
Ａ

１
時
間
３
分
５
秒

６
位

和
泊
町

１
時
間
４
分
３
秒

７
位

伊
仙
町

１
時
間
７
分
24
秒

８
位

天
城
町

１
時
間
９
分
28
秒

オ
ー
プ
ン
徳
之
島
Ｃ

１
時
間
９
分
11
秒

徳
之
島
Ｂ

１
時
間
10
分
48
秒

〈
男
子
の
部
〉

１
位

奄
美
市
Ａ

１
時
間
41
分
９
秒

２
位

与
論
町

１
時
間
44
分
38
秒

３
位

伊
仙
町

１
時
間
47
分
14
秒

４
位

和
泊
町

１
時
間
47
分
45
秒

５
位

喜
界
町

１
時
間
49
分
27
秒

６
位

天
城
町

１
時
間
52
分
10
秒

７
位

知
名
町

１
時
間
54
分
６
秒

８
位

瀬
戸
内
町

１
時
間
54
分
７
秒

９
位

徳
之
島
町
Ａ

１
時
間
54
分
41
秒

10
位

龍
郷
町

１
時
間
55
分
50
秒

11
位

大
和
村

１
時
間
58
分
49
秒

12
位

宇
検
村

２
時
間
１
分
29
秒

オ
ー
プ
ン
奄
美
市
Ｂ

１
時
間
43
分
42
秒

徳
之
島
町
Ｂ

２
時
間
３
分
44
秒

各
区
間
の
タ
イ
ム
等
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ

い
。
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News of the town ●● ●

町
文
化
会
館
で
11
月
23
日
、「
島
の
未
来

づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
事
業
成
果
発
表

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

発
表
会
は
、
三
部
か
ら
構
成
さ
れ
、
第

一
部
で
は
有
識
者
に
よ
り
地
域
活
性
化
の

取
組
や
商
品
の
開
発
な
ど
に
つ
い
て
解
説

さ
れ
ま
し
た
。
第
二
部
で
は
、
中
高
生
及

び
チ
ャ
レ
ン
ジ
世
代
（
20
～
44
歳
）
が
島

の
宝
や
そ
の
活
か
し
方
を
発
表
。
第
三
部

で
は
、
基
調
講
演
者
や
島
で
活
躍
す
る
Ｉ

タ
ー
ン
者
な
ど
が
、
成
果
発
表
の
内
容
や

世
界
自
然
遺
産
登
録
を
題
材
と
し
て
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

来
場
者
か
ら
は
、「
若
い
世
代
が
島
の
未

来
を
真
剣
に
考
え
る
姿
に
感
動
し
た
」
等

の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

島の未来づくりワークショップ事業成果発表会
島の魅力を再発見

町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
で
11
月

27
日
、「
ク
リ
ス
マ
ス
フ
ェ
ス
タ
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
約
２
０
０
名
が
参
加
し
、

ク
リ
ス
マ
ス
や
冬
の
物
語
の
世
界
を
楽
し

み
ま
し
た
。

徳
之
島
吹
奏
楽
団
に
よ
る
ジ
ン
グ
ル
ベ

ル
の
演
奏
で
ス
タ
ー
ト
し
た
今
年
の
フ
ェ

ス
タ
。
花
徳
小
学
校
の
１
年
生
か
ら
４
年

生
ま
で
の
児
童
が
劇
や
総
合
発
表
を
元
気

よ
く
行
い
ま
し
た
。

朗
読
サ
ー
ク
ル
い
き
ゅ
ん
Ｄ
ｏ
は
、
雪

の
日
に
家
の
中
に
た
く
さ
ん
の
動
物
が
集

ま
る
心
温
ま
る
「
雪
の
日
」
を
朗
読
し
ま

し
た
。
手
話
ソ
ン
グ
「
赤
い
鼻
の
ト
ナ
カ

イ
」
を
来
場
者
も
一
緒
に
口
ず
さ
み
、
冬

の
季
節
を
楽
し
み
ま
し
た
。

町立図書館クリスマスフェスタ
冬の物語を楽しむ

町
内
の
山
か
ら
手
々
地
区
で
11
月
27

日
、「
第
８
回
健
康
の
ま
ち
ジ
ョ
ギ
ン
グ

大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
約
70
名
が

参
加
し
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
や
健
康
教
室
で
体

力
作
り
に
親
し
み
ま
し
た
。

山
公
民
館
前
か
ら
笑
顔
で
ス
タ
ー
ト
し

た
選
手
た
ち
は
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で
そ
れ

ぞ
れ
の
目
標
に
向
か
い
足
を
動
か
し
ま
し

た
。
小
雨
の
降
る
中
、
山
や
手
々
の
景
色

を
楽
し
み
な
が
ら
、
さ
わ
や
か
な
汗
を
流

し
ま
し
た
。

今
大
会
で
は
健
康
教
室
が
行
わ
れ
、
厚

地
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
健
康
指
導
士
の
太

田
勝
也
さ
ん
が
体
の
動
か
し
方
や
ス
ト

レ
ッ
チ
の
方
法
な
ど
に
つ
い
て
指
導
し
ま

し
た
。 健康のまちジョギング大会

目指せ健康のまち

「
第
33
回
徳
之
島
町
福
祉
ス
ポ
ー
ツ
大

会
」（
町
社
会
福
祉
協
議
会
主
催
）
が
、
11

月
18
日
に
町
体
育
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
福
祉
施
設
利
用
者
を
中
心
に
関

係
職
員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
約
４
０
０

名
が
、
楽
し
み
な
が
ら
競
技
に
奮
闘
し
ま

し
た
。

大
会
は
50
メ
ー
ト
ル
走
で
ス
タ
ー
ト

し
、
輪
投
げ
や
パ
ン
食
い
競
争
な
ど
16
種

目
が
競
技
さ
れ
ま
し
た
。
選
手
た
ち
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
身
体
能
力
に
あ
わ
せ
た
種
目

を
懸
命
に
取
り
組
み
、
仲
間
と
の
時
間
を

笑
顔
で
過
ご
し
ま
し
た
。

今
年
は
、
徳
和
瀬
か
ら
下
久
志
地
区
ま

で
の
白
組
が
優
勝
し
ま
し
た
。

福祉スポーツ大会
笑顔で奮闘！
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●● ● Town news

11
月
22
日
に
神
嶺
ダ
ム
で
、
神
嶺
水

管
理
組
合
（
昭
和
62
年
設
立
・
組
合
員

３
４
１
名
）
が
、
地
元
受
益
者
・
県
・
町

の
関
係
機
関
合
同
で
清
掃
作
業
を
行
い
ま

し
た
。
本
年
度
は
、
第
一
フ
ァ
ー
ム
ポ
ン

ド
の
泥
揚
作
業
も
行
い
、
ダ
ム
清
掃
に
16

名
、
フ
ァ
ー
ム
ポ
ン
ド
清
掃
に
46
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

神
嶺
ダ
ム
の
水
は
亀
徳
や
亀
津
市
街
地

へ
の
上
水
道
や
神
嶺
地
区
の
畑
か
ん
用
水

と
し
て
利
用
さ
れ
、
畑
作
物
の
増
収
、
干

ば
つ
塩
害
防
止
等
、
農
家
の
所
得
向
上
に

役
立
っ
て
い
ま
す
。
徳
之
島
ダ
ム
の
水
利

用
組
合
（
２
地
区
で
設
立
済
）
の
活
発
な

活
動
も
、
徳
之
島
農
業
の
多
大
な
発
展
に

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

神嶺水管理組合が愛護清掃作業
神嶺ダムをきれいに！

「
第
16
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
」

が
、
12
月
10
日
に
町
文
化
会
館
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
約
４
０
０
名
が
訪
れ
、
書
き

損
じ
は
が
き
等
を
寄
付
し
、
コ
ン
サ
ー
ト

を
観
賞
し
ま
し
た
。

第
一
部
で
は
島
唄
や
郷
土
芸
能
、
ダ
ン

ス
や
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
。
第
二
部
で
は
、
４

グ
ル
ー
プ
が
バ
ン
ド
演
奏
し
会
場
を
魅
了

し
ま
し
た
。

今
年
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
約
３
千
枚

の
は
が
き
や
鍵
盤
ハ
ー
モ
ニ
カ
が
集
ま
り

ま
し
た
。
集
め
ら
れ
た
は
が
き
等
は
ユ
ネ

ス
コ
を
通
じ
て
、
教
育
の
機
会
に
恵
ま
れ

な
い
世
界
中
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
利

用
さ
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
の
温
か
い
心
遣
い

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

書き損じはがき回収チャリティーコンサート
一枚のはがきが子どもを救う

徳
之
島
町
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会
の

「
２
０
１
６
年
度
芸
能
発
表
大
会
・
文
化

作
品
展
示
会
」
が
、
11
月
25
日
、
町
文
化

会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
舞
台
発
表
や

作
品
展
示
で
、
来
場
者
を
楽
し
ま
せ
ま
し

た
。舞

台
発
表
は
、井
之
川
地
区
の
踊
り
「
サ

ザ
エ
さ
ん
」
で
開
幕
。
各
地
区
代
表
が
歌

や
踊
り
、
地
域
の
伝
統
芸
能
な
ど
を
披
露

し
ま
し
た
。

展
示
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
各
会
員
が
日
頃

の
活
動
の
成
果
を
作
品
や
発
表
で
展
示
。

手
芸
や
工
作
、
盆
栽
や
写
真
な
ど
多
彩
な

作
品
が
並
び
、
熟
練
の
技
が
光
る
細
か
い

手
仕
事
に
感
嘆
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

高齢者クラブ芸能大会
熟練の技が輝く

12
月
１
日
に
徳
之
島
町
文
化
会
館
で
、

「
元
気
を
う
み
だ
す
！
地
域
づ
く
り
講
演

会
」
が
開
催
さ
れ
、
約
２
５
０
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

医
学
博
士
の
櫃ひ
つ

本も
と

真し
ん

聿い
ち

先
生
が
講
演

し
、「
役
割
を
持
ち
、
あ
り
が
と
う
と
い

わ
れ
る
高
齢
者
を
目
指
そ
う
！
」
と
い
う

話
に
「
元
気
が
で
た
」「
人
生
の
こ
れ
か

ら
の
生
き
方
を
考
え
さ
せ
ら
れ
た
」
と
の

感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
各
団
体
の
取
組
を
代
表
し
て
、

４
人
が
活
動
発
表
を
行
い
、
入
口
ロ
ビ
ー

に
は
活
動
紹
介
の
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
。「
各

地
域
の
活
動
が
具
体
的
に
分
か
り
、
今
後

の
参
考
に
な
っ
た
。」
と
喜
ば
れ
ま
し
た
。

元気をうみだす！地域づくり講演会
元気高齢者が地域を創る！
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売払

適
切
な
届
出
を
お
願
い
い
た
し
ま
す

公
用
車
売
払
い
に
つ
い
て

■
車
種
：
日
野

■
型
式
：
Ｐ
―
Ｆ
Ｄ
１
７
２
Ｂ
Ａ
改

■
初
年
度
登
録
：
昭
和
59
年
９
月

■
走
行
距
離
：
２
４
，
８
０
３
㎞

■
車
検
：
な
し

■
受
渡
場
所
：
徳
之
島
町
役
場
南
側
駐
車
場

■
最
低
売
却
価
格
：
３
０
，
０
０
０
円

■
入
札
締
切
日
：
平
成
29
年
１
月
27
日　

17
時
必
着

■
そ
の
他
：
一
時
抹
消
登
録
済
、
特
殊
車
両

※
入
札
書
様
式
は
問
い
ま
せ
ん
が
、
住
所
、
氏
名
、
連
絡
先
、

入
札
金
額
は
必
須
で
す
。

※
１
月
末
日
ま
で
に
落
札
者
の
み
に
通
知
致
し
ま
す
。

※
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
併
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ごみ

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す

家
庭
ご
み
減
量
の
す
す
め

〇
洗
剤
な
ど
は
、
詰
め
替
え
用
を
率
先
し
て
購
入
し
ま
し
ょ
う
。

〇
買
い
物
を
す
る
と
き
は
、
必
要
な
も
の
を
必
要
な
分
だ
け
買
い
ま
し
ょ
う
。

〇
買
い
物
袋
（
マ
イ
バ
ッ
グ
）
を
持
参
し
、
レ
ジ
袋
の
使
用
を
減
ら
し

ま
し
ょ
う
。

〇
使
え
る
も
の
は
、
修
理
し
て
大
事
に
長
く
使
い
ま
し
ょ
う
。

〇
食
べ
物
は
、
残
さ
ず
食
べ
ま
し
ょ
う
。

家
庭
で
日
頃
か
ら
で
き
る
取
り
組
み
を
行
う
こ
と
で
、
家
庭
ご
み
の

減
量
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。
家
庭
ご
み
を
減
ら
す
こ
と
で
、
家
計
の
節

約
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
ご
み
減
量
の
意
識
を
持
っ
て
、
使
い
捨
て
型

か
ら
循
環
型
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

納税

平
成
29
年
４
月
よ
り
ご
利
用
く
だ
さ
い

町
税
等
の
コ
ン
ビ
ニ
収
納
が
始
ま
り
ま
す

◆
平
成
29
年
４
月
か
ら
、
全
国
の
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
町
税
等
の
納
付
が
可
能

と
な
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
町
税
や
使
用
料
の
納
付
が
で

き
る
の
は
、
町
の
会
計
窓
口
や
金
融
機
関
に

限
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
本
年
４
月
以
降
に

発
行
す
る
納
付
書
（
バ
ー
コ
ー
ド
が
印
刷
さ

れ
て
い
る
も
の
）
に
つ
い
て
は
、
全
国
の

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も
納
付
す
る

こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
夜
間
や
休
日

を
問
わ
ず
納
付
で
き
る
の
で
、
平
日
の
昼

間
に
納
付
す
る
こ
と
が
難
し
い
方
な
ど
は
、

是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
取
扱
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
、ロ
ー
ソ
ン
、フ
ァ
ミ
リ
ー

マ
ー
ト
、
デ
イ
リ
ー
ヤ
マ
ザ
キ
、
ヤ
マ
ザ
キ
デ

イ
リ
ー
ス
ト
ア
ー
、
ヤ
マ
ザ
キ
ス
ペ
シ
ャ
ル

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ョ
ッ
プ
、
サ
ー
ク
ル
Ｋ
、
サ
ン

ク
ス
、
ミ
ニ
ス
ト
ッ
プ
、
ス
リ
ー
エ
フ
、
コ
ミ
ュ

（
徳
之
島
町
役
場
☎
82
―
１
１
１
１
）

町
県
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
、
国
民
健
康
保
険
税
…
収
納
対
策
課
（
内

線
１
７
２
、１
７
３
）

後
期
高
齢
者
保
険
料
…
健
康
増
進
課
（
内
線
１
３
４
）

介
護
保
険
料
、
保
育
園
使
用
料
…
介
護
福
祉
課
（
内
線
１
３
２
）

水
道
料
金
…
水
道
課
（
内
線
１
５
１
、１
５
２
）

住
宅
、
下
水
道
使
用
料
…
建
設
課
（
内
線
２
５
３
）

ニ
テ
ィ
・
ス
ト
ア
、
ポ
プ
ラ
、
生
活
彩
家
、

く
ら
し
ハ
ウ
ス
、
ス
リ
ー
エ
イ
ト
、
セ
ー
ブ

オ
ン
、
ハ
ー
ト
・
イ
ン
、
セ
イ
コ
ー
マ
ー
ト
、

ハ
マ
ナ
ス
ク
ラ
ブ
、
Ｍ
Ｍ
Ｋ
設
置
店
、
ｋ
ｉ

ｏ
Ｘ
設
置
店

◆
納
付
で
き
る
税
、
使
用
料

町
県
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽
自
動

車
税
、
国
民
健
康
保
険
税
、
後
期
高
齢

者
保
険
料
、
介
護
保
険
料
、
保
育
園
使

用
料
、
水
道
料
金
、
住
宅
使
用
料
、
下

水
道
使
用
料

◆
以
下
の
納
付
書
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
で
は
、
お
取
り
扱
い
で
き
ま
せ
ん
。

・
金
額
を
訂
正
し
た
も
の

・
バ
ー
コ
ー
ド
が
な
い
も
の

・
バ
ー
コ
ー
ド
が
読
め
な
い
な
ど
受
け
付

け
が
で
き
な
い
も
の

・
金
額
が
30
万
円
を
超
え
る
も
の

・
納
期
限
を
過
ぎ
た
も
の

問

町
役
場　

総
務
課

消
防
交
通
係

☎
82
―
１
１
１
１

（
内
線
２
１
６
）

問

町役場　住民生活課
☎ 82―１１１１

（内線１２１）

問
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農
地
法
で
は
下
記
届
け
出
が
必
要
で
す

◇
農
地
の
相
続
登
記
を
し
た
場
合
は
、
必
ず
農
業
委
員
会
へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。 

◇
農
地
に
住
宅
、
墓
地
、
牛
舎
等
を
建
て
る
際
も
農
業
委
員
会
へ
申
請
し
許
可
が
必

要
で
す
。 

◇
農
地
の
転
用
に
は
許
可
が
必
要
で
す
。

賃
貸
借
情
報
に
つ
い
て

【
平
成
27
年
１
月
～
12
月
ま
で
に
締
結
さ
れ
た
賃
貸
借
に
お
け
る
賃
借
料
】

締
結
さ
れ
た
地
域

平
均
値

（
円
）

最
高
額

（
円
）

最
低
額

（
円
）

デ
ー
タ
数

（
件
）

徳
之
島
町
全
域

９
，
１
３
５

１
万

４
，
５
２
６

33

（
畑
か
ん
整
備
農
地
も
一
般
農
地
も
同
額
の
１
万
円
で
す
）

◇
小
作
料
に
つ
い
て

農
地
を
借
り
る
場
合
は
借
り
手
は
貸
し
手
に
小
作
料
（
借
賃
）
を
支
払
わ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
本
町
で
は
概
ね
10
ａ
当
た
り
年
間
１
万
円
で
す
が
、
こ
れ
に
決

ま
り
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
あ
く
ま
で
も
貸
し
手
と
借
り
手
の
当
事
者
間
で
決
め
る

事
が
原
則
で
す
。

◇
下
限
面
積
に
つ
い
て

農
地
を
取
得
（
購
入
）
し
よ
う
と
す
る
際
は
農
業
委
員
会
が
定
め
た
下
限
面
積
を

所
有
し
て
な
い
と
農
地
を
取
得
で
き
ま
せ
ん
。
本
町
の
下
限
面
積
は
50
ａ
で
す
。

町
役
場　

農
業
委
員
会

☎
82
―
１
１
１
１

（
内
線
２
７
２
）

問

農地

適
切
な
届
出
を
お
願
い
い
た
し
ま
す

農
地
法
で
必
要
な
届
出
及
び
賃
貸
借
情
報

徳
之
島
町
で
は
、
高
齢
者
等
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
町
を
実
現
す
る
た
め
に
、
植

物
工
場
を
整
備
し
、
併
せ
て
シ
ル
バ
ー
ハ

ウ
ジ
ン
グ
を
計
画
・
整
備
し
、
高
齢
者
や

障
が
い
者
等
が
「
職
」
と
「
住
」
が
近
接

し
た
環
境
で
、
自
立
し
た
生
活
を
送
る
こ

と
が
で
き
る
総
合
的
な
福
祉
モ
デ
ル
地
区

を
形
成
す
る
た
め
、
平
成
27
年
度
か
ら
、

「
住
」
を
担
う
亀
津
地
区
の
白
久
団
地
建

替
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

平
成
28
年
度
は
、
２
棟
４
戸
の
一
般
向

け
住
宅
が
完
成
し
ま
す
の
で
、
入
居
者
を

募
集
し
ま
す
。

町
営
住
宅
が
新
た
に
建
設
さ
れ
ま
す

平
成
28
年
度
　
白
久
団
地
２
・
３
号
棟
入
居
者
募
集

住宅

①
募
集
団
地
…
亀
津
字
白
久
５
３
０
８
番

地
白
久
団
地
２
・
３
号
棟

②
募
集
…
戸
数
４
戸

③
募
集
期
間
…
平
成
29
年
１
月
10
日
（
火
）

～
平
成
29
年
２
月
10
日
（
金
）

④
募
集
場
所
…
町
役
場
建
設
課
（
申
込
用

紙
配
布
）

⑤
住
宅
概
要
…
木
造
平
屋
建
て
２
棟
４

戸
、
間
取
り
３
Ｄ
Ｋ
（
床
面
積
：
75
・

84
㎡
）

⑥
家
賃
…
２
７
，
０
０
０
円
～
４
０
，

２
０
０
円
（
収
入
に
よ
り
設
定
）

⑦
対
象
者
…
一
般
子
育
て
世
帯
（
単
身
者

は
除
く
）

⑧
特
別
条
件
…
シ
ル
バ
ー
ハ
ウ
ジ
ン
グ
併

設
の
た
め
、
緊
急
時
見
守
り
協
力
が
で

き
る
こ
と

⑨
選
考
方
法
…
収
入
基
準
等
の
入
居
資
格

審
査
の
上
、
公
開
抽
選
に
よ
り
決
定

⑩
入
居
開
始
…
平
成
29
年
３
月
１
日
（
予
定
）

町
建
設
課　

建
築
・
住
宅
係

〒
８
９
１
―
７
１
０
１

徳
之
島
町
亀
津
７
２
０
３

☎
82
―
１
１
１
１
（
内
線
２
５
２
）

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
82
―
１
１
０
１

問
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≪各集落町県民税申告相談日時≫
集落名 日　時 時　間 会　場
轟　木 2 月 1 日（水） 9：30 ～ 10：30 轟木公民館

畦 2 月 1 日（水） 11：00 ～ 12：00 畦公民館
上花徳 2 月 1 日（水） 13：30 ～ 15：00 上花徳研修館
手　々 2 月 2 日（木） 9：30 ～ 10：30 手々福祉館
金　見 2 月 2 日（木） 11：00 ～ 12：00 金見公民館
山　里 2 月 2 日（木） 13：30 ～ 14：00 山里公民館
内千川

2 月 2 日（木） 14：30 ～ 15：30 山公民館
港　川
大　当 2 月 3 日（金） 9：30 ～ 10：30 大当公民館
反　川 2 月 3 日（金） 11：00 ～ 12：00 反川公民館
池　間 2 月 3 日（金） 13：30 ～ 15：00 うどぅいし浜いこいの家
新　村 2 月 6 日（月） 9：30 ～ 10：30 新村公民館
前　川 2 月 6 日（月） 11：00 ～ 12：00 前川公民館
花時名 2 月 6 日（月） 13：30 ～ 15：00 花時名公民館
下久志 2 月 7 日（火） 9：30 ～ 10：30 下久志青少年会館
旭ヶ丘 2 月 7 日（火） 11：00 ～ 12：00 旭ヶ丘公民館
井之川 2 月 7 日（火） 13：30 ～ 15：00 井之川公民館
神之嶺 2 月 7 日（火） 15：30 ～ 16：00 神之嶺公民館
諸　田 2 月 8 日（水） 9：30 ～ 11：00 諸田公民館
徳和瀬 2 月 8 日（水） 13：30 ～ 14：00 老人憩いの家
南　区 2 月 9 日（木） 9：30 ～ 11：00 南区会館
東　区 2 月 9 日（木） 13：30 ～ 15：00 東区公民館
亀　徳 2 月 10 日（金） 9：30 ～ 10：30 亀徳地区振興センター
南　原 2 月 10 日（金） 11：00 ～ 11：30 南原集会場
北　区 2 月 10 日（金） 13：30 ～ 15：00 北区公民館
中　区 2 月 13 日（月） 9：30 ～ 11：00 中区公民館
尾　母 2 月 13 日（月） 13：30 ～ 14：30 尾母公民館
大原 1 2 月 13 日（月） 15：00 ～ 15：30 大原 1 団地集会場

大原 1・白井 2 月 13 日（月） 16：00 ～ 16：30 大原 2 団地集会場
町内全域 ２月 1 日～ 3 月 15 日 8：30 ～ 17：00 役場税務課・花徳支所

税務課からの

お知らせ
平成29年度

町県民税申告受付

町県民税の申告に
ついて
平成 29 年 2 月 1 日
～平成 29 年 3 月 15 日
※土曜日・日曜日・祝日除く

町 県 民 税 の 申 告 は、
町県民税や国民健康保
険税の課税資料の基と
なるとともに、税金の
証明書の発行や、各種
手当ての受給者資格の
判定や支給額の算定等
をするための資料にな
ります。
【お問い合わせ先】

徳之島町役場　税務課

☎ 82―1111

( 内線 142）

●申告が必要な人
１月１日現在で徳之島町に住所があり、前年中に所得がある人は、申告の必要があります。
①営業、農業、保険外交員等の事業所得がある人
②地代、家賃等の不動産所得がある人
③給与所得者で、勤務先から町へ給与支払報告書が提出されない人
④生命保険契約等に基づく個人年金等の雑所得がある人
⑤生命保険等の満期金等の一時所得がある人
⑥国民健康保険に加入している人や、所得に関する証明書を必要とする人
⑦公的年金のみの人で、人的控除（配偶者控除・扶養控除等）や社会保険料控除等（生命保険料控除・

医療費控除等）内容に変更がある人で、所得税の確定申告をされない人
⑧収入がなく、同一世帯の家族の控除対象になっていない人
●申告をしなくてよい人
①所得税の確定申告をした人
②給与所得のみで、勤務先から給与支払報告書が提出されている人
③公的年金のみの人（ただし、医療費・生命保険料控除等の所得控除を受ける場合は申告が必要です。）
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償却資産に関する申告書等について

●申告に必要なもの
①印鑑　②給与・年金等の源泉徴収票（原本）
③事業所得者（農業・営業等）および不動産所得者は、収支に関する書類（収支内訳書・帳簿・領収書等）
④各種保険料の支払証明書（生命保険・個人年金・地震保険・国民年金等）
⑤医療費を支払った人は、病院等の領収書
⑥寄附金を支払った人は、地方公共団体等の受領証
⑦障がい者控除を受けようとする人は、障がい者手帳等
⑧マイナンバーのわかる書類

※次のいずれかに該当する方については、確定申告相談日に「伊仙町ほーらい館」へおこし下さい。
税務署職員によりスムーズに申告ができます。

・青色で申告される方
・譲渡所得（土地・建物・株式等の売買）があった方
・贈与税、消費税の申告の方

※申告の種類によっては役場で対応できないものもありますので、不安な方はぜひ申告相談日をご
利用ください。

≪確定申告相談（大島税務署）≫
確定申告相談は『伊仙町ほーらい館ホール』で下記の日程で行います。

月　日 2 月 22 日（水） 2 月 23 日（木） 2 月 24 日（金）

受 付 時 間 午後 2 時～午後 4 時 午前 9 時～午後 4 時 午前 9 時～正午まで

平成 28 年度分の申告から個人番号（マイナンバー）の記載が必要となります。また税務署で本人確
認（番号確認と身元確認）をおこなうため、申告書に記載されている本人確認書類の提示又は写し
の添付が必要です。

償却資産をお持ちの方には、平成 29 年１月１日現在の償却資産状況を同年１月 31 日（火）までに、
申告していただくこととなっています。（地方税法第３８３条）
◆申告していただく方

平成 29 年１月１日現在、会社や個人で工場や商店を経営されていて、土地や家屋以外の事業用に供
することができる資産を徳之島町に所有している法人または個人の方。

例えば、工場の機械類、商店や事務所の備品類、アパートの附帯設備、駐車場等を所有している方が
該当します。

なお、償却資産の有無にかかわらず、申告書は必ず提出して下さい。
◆申告書について

償却資産の申告書は、12 月下旬に発送予定です。お手元に申告書が届かない場合には、お手数です
が償却資産担当まで申告書の送付をお申し付け下さい。
◆提出期限

平成 29 年１月 31 日（火）
《注意事項》
・資産の増減のない場合でも必ず申告書を提出してくださるようお願い致します。
・廃業・解散・転出等についてもその旨を備考欄に記入して申告して下さい。
・正当な理由がなく申告をしなかった場合には、地方税法第３８６条及び徳之島町税条例第 75 条の規

定により過料を科せられることがあります。
・虚偽の申告をした場合は、地方税法第３８５条の規定により罰則を科せられることがあります。
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紹介します !

介護福祉課
役場 の仕事

介
護
福
祉
課
は
、
社
会
福
祉
、
児
童
福
祉
、
障
が
い
福
祉
、

老
人
福
祉
、
介
護
保
険
、
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
大
き
く

分
け
て
６
つ
の
分
野
の
福
祉
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
社
会
福
祉
】

民
生
委
員
・
児
童
委
員
や
社

会
福
祉
協
議
会
と
連
携
・
協
力

し
、
住
民
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
高

齢
者
等
の
見
守
り
な
ど
、
地
域

住
民
で
支
え
合
う
福
祉
に
よ
る

地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

町
内
に
は
２
名
の
主
任
児
童

委
員
と
各
地
区
１
～
３
名
の
民

生
委
員
・
児
童
委
員
が
配
置
さ

れ
、
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱

さ
れ
た
無
報
酬
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
地
域
の
安
心
を
支
え

る
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
地
域

に
暮
ら
す
身
近
な
相
談
相
手
と

し
て
地
域
住
民
の
心
配
ご
と
を

必
要
な
支
援
に
つ
な
ぐ
等
、
福

祉
に
よ
る
地
域
づ
く
り
の
中
心

と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

（
写
真
：
民
生
委
員
の
皆
さ
ん
）

【
児
童
福
祉
】

徳
之
島
町
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
事
業
計
画
に
基
づ
き
、
児

童
手
当
や
医
療
費
助
成
等
に
よ

る
経
済
的
な
支
援
事
業
や
保
育

所
入
所
や
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
・
病
児
保
育
等
に
よ
る
働

く
保
護
者
の
保
育
支
援
事
業
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
や
地
域
子
育
て
支
援
拠
点

事
業
等
に
よ
る
子
育
て
支
援
事

業
な
ど
、
地
域
の
安
心
し
た
子

育
て
を
支
え
る
施
策
の
推
進
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

元気いっぱいの保育園児

氏　

名

地　

区

氏　

名

地　

区

澤　
　

照
代

大
原

赤
﨑
冨
千
郎

池
間

池　
　
　

弘

尾
母

長
野　

眞
弓

反
川

當　
　

京
子

徳
山　

百
子

大
当

岡
山
千
恵
美

南
区

佐
原
記
智
子

花
時
名

福
田　

博
也

武　
　

恵
子

前
川

藤
井　

裕
正

内
山
マ
サ
子

新
村

重
岡　

四
男

中
区

南
郷　

照
美

上
花
徳

永
藏　

弘
子

吉　
　

次
子

轟
木

福
田
美
代
子

北
区

安
本　

洋
子

港
川

亀
澤
志
保
子

有
川　

絹
代

内
千
川

福
田
す
な
子

東
区

浦
上
由
美
子

山
里

保
井　

悦
子

柳　

須
賀
子

金
見

仁　
　

輝
男

村
山
佐
ヱ
明

手
々

高
崎　

律
子

亀
徳

主
任
児
童
委
員

豊
山　

清
乃

渡
邉　

久
世

亀
津
地
区

前
田
ひ
と
み

徳
和
瀬

成
岡
ひ
と
み

東
天
城
地
区

川
畑　

政
一

諸
田
・
神
之
嶺

村
田　

綾
子

井
之
川

男　

性

8
名

松
本　

久
子

女　

性

27
名

脇
田　

典
子

下
久
志

合　

計

35
名

平成 28 年度　民生委員名簿（平成 28年 12 月１日）
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【
老
人
福
祉
】

高
齢
者
ク
ラ
ブ
と
連
携
・
協

力
し
、
高
齢
者
が
楽
し
く
生

き
生
き
と
、
ま
た
、
支
え
合

い
安
心
し
て
生
活
で
き
る
地

域
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
敬
老
バ
ス
運
賃
助
成

事
業
で
は
、
75
歳
以
上
の
方

を
対
象
に
公
共
バ
ス
運
賃
の

全
額
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
障
が
い
福
祉
】

障
が
い
者
計
画
及
び
第
４
期

障
が
い
福
祉
計
画
に
お
い
て
、

「
障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も

共
に
生
き
る
島
づ
く
り
」
を

基
本
理
念
に
障
が
い
の
あ
る

人
も
な
い
人
も
暮
ら
し
や
す

い
環
境
及
び
体
制
づ
く
り
を

目
指
し
、
障
が
い
福
祉
関
連

施
策
の
推
進
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

（
主
な
業
務
：
障
が
い
者
手
帳

申
請
業
務
、
重
度
障
が
い
者

医
療
費
助
成
業
務
等
）

【
介
護
保
険
】

介
護
保
険
係
は
、
介
護
が

必
要
に
な
っ
た
時
に
必
要
な

サ
ー
ビ
ス
を
受
給
で
き
る
よ

う
に
相
談
に
応
じ
、
要
介
護

認
定
の
手
続
き
等
を
行
っ
て

い
ま
す
。

【
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
】

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

は
、
高
齢
者
の
暮
ら
し
を
地
域

で
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
の
拠
点

と
し
て
、
本
人
や
家
族
、
地
域

か
ら
の
相
談
を
受
け
、
必
要
な

支
援
を
総
合
的
に
行
っ
て
い
ま

す
。

■
介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

高
齢
者
が
地
域
で
元
気
に
生

活
を
続
け
ら
れ
る
た
め
に
は
、

身
近
な
通
い
の
場
や
、
人
と
の

つ
な
が
り
が
あ
る
こ
と
、
役
割

や
生
き
が
い
を
持
つ
こ
と
が
大

事
で
す
。
地
域
サ
ロ
ン
活
動
や

そ
の
他
、
多
様
な
通
い
の
場
づ

く
り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

■
地
域
で
認
知
症
の
方
を
支
え

る
体
制
づ
く
り

認
知
症
に
な
っ
て
も
、
周
囲

の
サ
ポ
ー
ト
に
よ
り
、
本
人
が

困
る
こ
と
な
く
、
穏
や
か
に
幸

せ
に
地
域
で
の
生
活
が
続
け
ら

れ
る
地
域
づ
く
り
を
推
進
し
て

い
ま
す
。

認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー

ム
に
よ
る
専
門
的
支
援
の
他
、

地
域
で
認
知
症
の
方
へ
の
理
解

が
広
が
り
、
見
守
り
・
声
か
け

や
サ
ポ
ー
ト
が
で
き
る
よ
う
、

地域サロン研修会

徘徊模擬訓練・認知症サポーター養成

はつらつと活動する高齢者

「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
教

室
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

推
進

医
療
や
介
護
が
必
要
に
な
っ

て
も
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
出

来
る
か
ぎ
り
住
み
続
け
ら
れ
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
体
制
づ

く
り
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
医

療
介
護
連
携
の
た
め
の
検
討
会

や
研
修
会
、
地
域
の
方
々
へ
の

講
演
会
な
ど
み
ん
な
で
支
え
あ

う
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

出荷作業が行われる神田福祉農園の作業所

認知症事例検討会
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弁
護
士
相
談
会
に
つ
い
て

～
誰
で
も
安
心
し
て

法
律
相
談
を
～

相
談
は
無
料
で
す
が
、
事

前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

相
談
ご
希
望
の
方
は
、
２
月

３
日
（
金
曜
日
）
ま
で
に
、

役
場
企
画
課
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

■
開
設
日
時

平
成
29
年
２
月
13
日

（
月
曜
日
）

午
後
１
時
～
５
時

■
場
所

徳
之
島
町
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー　

３
階
工
作
室

■
申
し
込
み
締
切

平
成
29
年
２
月
３
日

（
金
曜
日
）

本
県
に
お
け
る
死
亡
原
因
の
第
１

位
は
、全
国
同
様
「
が
ん
」
で
あ
り
、

が
ん
対
策
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
県
で
は
、
平
成
25

年
３
月
に
策
定
し
た
「
鹿
児
島
県

が
ん
対
策
推
進
計
画
」
に
基
づ
き
、

が
ん
予
防
の
普
及
啓
発
、
早
期
発

見
体
制
の
充
実
や
、
が
ん
診
療
連

携
拠
点
病
院
の
整
備
な
ど
、
総
合

的
な
が
ん
対
策
を
推
進
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

  

メ
デ
ィ
ポ
リ
ス
国
際
陽
子
線
治

療
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
は
、
副
作

用
の
少
な
い
陽
子
線
を
用
い
た
が

ん
治
療
を
平
成
23
年
４
月
か
ら

行
っ
て
お
り
、
固
形
が
ん
で
あ

る
前
立
腺
、
肺
、
肝
臓
、
膵
臓

等
の
が
ん
に
つ
い
て
、
既
に
１
，

９
０
０
件
を
超
え
る
治
療
実
績
が

あ
り
ま
す
。

県
に
お
い
て
は
、
県
民
が
陽
子
線

治
療
を
受
け
や
す
い
環
境
を
整
備

す
る
た
め
、
治
療
費
を
金
融
機
関

か
ら
借
り
受
け
た
患
者
や
そ
の
家

族
等
に
対
し
て
利
子
の
一
部
を
助

成
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

県
庁
地
域
医
療
整
備
課

☎
０
９
９
―
２
８
６
―
２
６
９
３

陽
子
線
に
よ
る

が
ん
治
療
に
つ
い
て

問

町
役
場　

企
画
課

☎
82
―
１
１
１
１

（
内
線
２
２
２
）

問

三井住友海上文化財団の助成による
ときめくひととき＃ 777



●
今
春
に
も
国
定
公
園
か

ら
国
立
公
園
へ

昨
年
10
月
～
11
月
、
環
境

省
に
お
い
て
奄
美
群
島
国
立

公
園
（
仮
称
）
の
指
定
に
関

す
る
意
見
募
集
（
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
）
が
開
始
さ
れ

た
こ
と
に
よ
り
、
今
春
に
も

徳
之
島
が
国
立
公
園
と
し
て

指
定
さ
れ
、
世
界
自
然
遺
産

候
補
地
と
し
て
の
準
備
が
整

い
ま
す
。

●
国
立
公
園
と
世
界
自
然

遺
産
の
関
係
性

徳
之
島
が
世
界
自
然
遺
産

候
補
地
と
し
て
推
薦
さ
れ
る

に
は
、
島
の
自
然
を
後
世
に

引
き
継
い
で
い
く
環
境
の
整

備
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め

に
、
国
立
公
園
指
定
を
受
け

国
の
管
理
の
も
と
保
護
さ
れ

て
い
き
ま
す
。

徳
之
島
の
場
合
、
希
少
動

植
物
が
生
息
す
る
天
城
岳
や

井
之
川
岳
の
山
間
部
に
お
い

て
強
い
規
制
が
か
け
ら
れ
ま

す
。

町公式キャラクター「はぶる君」誕生！！

徳
之
島
町
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
（
ゆ
る
キ
ャ
ラ
）
決
定
!!

徳
之
島
町
で
は
平
成
30
年
世
界
自
然
遺
産
登
録
を
目
指
し
て
、
町
の
良

さ
を
再
認
識
し
、
町
を
よ
り
元
気
に
、
ま
た
町
の
魅
力
を
広
く
Ｐ
Ｒ
し
、

「
世
界
自
然
遺
産
の
島
」
徳
之
島
町
に
ふ
さ
わ
し
い
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
（
ゆ
る

キ
ャ
ラ
）
の

募
集
を
し
ま

し
た
と
こ
ろ
、

総
数
３
３
４

点
の
ご
応
募

を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
多

数
の
ご
応
募

誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

町
民
の
皆
様
の
投
票
と
選
考
委
員
会
に
て
厳
正
な
審
査
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
結
果
、
右
記
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
は
ぶ
る
君
」
に
決
定
い
た
し
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
広
報
イ
ベ
ン
ト
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
て
活
躍
し
て
も
ら

い
、
今
後
は
着
ぐ
る
み
の
作
成
も
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
当
初
の
発
表
日
は
12
月
１
日
で
し
た
が
選
考
が
長
引
い
た
結
果
、
本
日

の
発
表
と
な
り
ま
し
た
。
発
表
を
お
待
ち
頂
い
て
い
た
方
々
に
は
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
、
大
変
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。）
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徳
之
島
町
健
康
フ
ェ
ス
タ

・
桜
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

■
開
催
日
時
：
平
成
29
年
１
月
29
日
（
日
）
午
前
９
時
～
13
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
受
付
）
午
前
８
時
30
分
～

■
会
場
：
徳
之
島
町
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
周
辺

　
（
雨
天
時
は
徳
之
島
町
体
育
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
）

■
内
容
・
桜
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
（
２
ｋ
・
３
ｋ
・
５
ｋ
）

・
歯
っ
ぴ
ー
レ
ン
ジ
ャ
ー
と
歩
こ
う
（
キ
ッ
ズ
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
）

・
具
だ
く
さ
ん
減
塩
み
そ
汁
試
食
コ
ー
ナ
ー
（
限
定
２
０
０
食
）

・
健
康
相
談
コ
ー
ナ
ー■

同
じ
会
場
で

美
農
里
館
フ
ェ
ア
も
開
催
！
■

★
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
を
募

集
し
ま
す
（
10
ブ
ー
ス
）
出
店

希
望
の
方
は
美
農
里
館(

83
―

４
１
１
１)

へ
直
接
お
申
込
み
下
さ

い
。

　

美
農
里
館
カ
レ
ー
や
ポ
テ
ト
の
販

売
も
あ
り
ま
す
よ
✿

　

陸
上
競
技
場
で
は
後

期
高
齢
者
グ
ラ
ン
ド
ゴ

ル
フ
大
会
も
開
催
さ
れ

ま
す
！

（
申
し
込
み
は
締
め
切
り

ま
し
た
）

インフルエンザにご注意を！！

年末年始の帰省ラッシュ後はインフルエンザまん延の危険性が高くなります！うが
い手洗い咳エチケット！生活リズムを整えてインフルエンザが流行しないよう一人ひ
とりが心がけましょう。
★季節性インフルエンザの予防接種は 1 月 31 日までにお受け下さい。（2 月になると
インフルエンザの予防接種は受けられません！）
★高齢者の肺炎球菌ワクチン予防接種の助成期限は 3 月 31 日です。期日までに接種
されて下さい。

桜を楽しみながら元気に歩こう！

楽しいイベントが

待ってま～す
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年頭のあいさつ

大島地区駅伝競走大会

町の話題

町からのお知らせ

役場の仕事（介護福祉課）

健康トピックス

題字紹介／目次／町のきば
いむん

戸籍の窓／わっきゃまちの
きまいたりっちゅ／収納対
策課からお知らせ

02
03
04
06
10
14
15

16

index

表紙写真

町内の山から亀津までの県道で
12 月 4 日、「第 57 回日本復帰記
念大島地区復帰記念大島地区駅伝
競走大会」が行われました。

限界に挑戦
赤﨑　冨千郎さんマスターズ優勝

ふるさとのために
チャリティーコンサート益金を寄付

全国一の図書館を目指して
町協議会委員に全国表彰

赤
﨑
冨
千
郎
さ

ん
が
「
第
32
回
鹿

児
島
県
マ
ス
タ
ー

ズ
陸
上
競
技
選
手

権
大
会
」
で
優
勝

し
、
11
月
17
日
に

町
教
育
委
員
会
教

育
長
室
で
優
勝
報

告
を
行
い
ま
し
た
。

赤
崎
さ
ん
が
挑

ん
だ
の
は
、
75
歳

ク
ラ
ス
の
60
Ｍ
及
び
１
０
０
Ｍ
走

競
技
。
60
Ｍ
が
９
秒
64
、
１
０
０

Ｍ
走
が
16
秒
11
の
好
成
績
で
２
種

目
共
に
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

町
文
化
会
館
で
12
月
４
日
、
関
西
シ
マ
唄
教
室
連
合
会
主
催
の

「
徳
之
島
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

約
５
０
０
人
も
の
観
客
が
来
場
し
た
文
化
会
館
の
ホ
ー
ル
に
は
、

関
西
か
ら
来
島
し
た
同
連
合
会
20
名
の
奏
で
る
三
味
線
や
島
唄
が

響
き
ま
し
た
。

６
日
、
連
合
会
の

米
川
宗
夫
会
長
と
岩

城
吉
成
氏
が
町
役
場

を
訪
れ
、
高
岡
秀

規
町
長
に
コ
ン
サ
ー

ト
の
収
益
金
を
手
渡

し
ま
し
た
。
寄
付

さ
れ
た
収
益
金
は
、

75
万
５
千
円
。
素
晴

ら
し
い
島
唄
の
演
奏

と
心
温
か
な
お
心
遣

い
を
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

町
図
書
館
協
議
会
委
員
の
山
口
敬
子
さ
ん
と

作
城
綾
乃
さ
ん
が
全
国
公
共
図
書
館
協
議
会
よ

り
表
彰
を
受
け
、
長
年
の
功
績
が
讃
え
ら
れ
ま

し
た
。
お
二
人
は
10
年
以
上
の
期
間
、
町
図
書

館
や
協
議
会
運
営
な
ど
へ
携
わ
っ
て
き
ま
し

た
。
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w
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徳
之
島
町
役
場
企
画
課

町税の納期内納付にご協力下さい

◆延滞金について

町税は、 定められた納期限までに自主的に

納めていただくものです。 納期限内に納付さ

れている方との公平を保つため地方税法に

基づき延滞金が加算されます。 町税の滞納

は、 納税者にとって不利益となるだけでなく

督促状 ・ 催告書の発送や滞納処分等に費用

がかかり、 この費用も納税者の税金から支出

することになりますので、 町税を有効に活用

するためにも、納期内納付にご協力ください。

今月は、町県民税（４期分）の納期月間です。
納期限は、平成２９年１月３１日（火）

★口座振替をご利用の方は、以下の日程で
振替を行います。

平成２９年１月２５日（水） ゆうちょ銀行

平成２９年１月３０日（月） ゆうちょ銀行以
外の金融機関

振替日の前日までに口座の残高確認をお
願いします。

【お問い合わせ】
収納対策課
☎ 82-1111（内線 172,173）


